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二
〇
〇
〇
年
、
歓
喜

に
包
ま
れ
て
生
ま
れ
た

陳
水
扁
政
権
は
、何
故
、

二
〇
〇
八
年
、
失
望
に

ま
み
れ
て
退
場
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。
台

湾
と
東
ア
ジ
ア
に
と
っ

て
、
こ
の
八
年
間
は
何

だ
っ
た
の
か
。本
書
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
八

人
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
だ
陳
水
扁
政
権
に

対
す
る
総
合
的
な
分
析
で
あ
る
。
編
者
、
若

林
正
丈
は
日
本
ば
か
り
で
な
く
世
界
的
に
も

台
湾
政
治
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
の
分

野
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

　

本
書
は
序
章
と
九
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
若
林
に
よ
る
序
章
「
李
登
輝
が
残

し
た
コ
ン
テ
キ
ス
ト
―
ポ
ス
ト
民
主
化
期
の

『
憲
政
改
革
』
―
」
は
、
本
書
の
分
析
の
基

礎
と
な
っ
て
い
る
。
李
登
輝
は
新
興
民
主
体

制
の
国
家
性
と
統
治
能
力
の
強
化
と
い
う
課

題
に
取
り
組
ん
だ
が
、
そ
の
成
果
は
中
途
半

端
な
も
の
に
終
わ
っ
た
。
し
か
も
、
対
外
的

に
は
ア
メ
リ
カ
の
懸
念
を
呼
び
、
し
だ
い
に

台
独
阻
止
と
い
う
点
で
米
中
協
調
を
生
み
出

し
て
い
っ
た
。
若
林
は
、
国
家
性
の
追
求
お

よ
び
そ
れ
と
若
林
が
「
七
二
年
体
制
」
と
呼

ぶ
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
の
枠
組
み
と
の
間

の
軋
み
と
い
う
側
面
で
は
、
李
政
権
と
陳
政

権
と
の
間
に
は
む
し
ろ

強
い
連
続
性
が
あ
っ
た

と
み
て
い
る
。

　

第
一
章
以
下
で
は
、

こ
の
よ
う
な
理
解
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
陳
水
扁

政
権
期
の
政
治
を
検
討

し
た
。
第
一
章
か
ら
第

六
章
ま
で
が
内
政
に
つ

い
て
議
論
し
、
第
七
章
か
ら
第
九
章
が
外
政

に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。

　

第
一
章
「
陳
水
扁
の
政
権
運
営
」（
小
笠

原
欣
幸
）
は
、陳
水
扁
と
民
進
党
の
「
暗
転
」

が
何
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
か
、

と
い
う
こ
の
八
年
間
の
最
も
鍵
と
な
る
問
題

に
深
く
切
り
込
ん
で
い
る
。
小
笠
原
は
緻
密

な
分
析
を
も
と
に
、
新
興
政
治
家
の
ヘ
ッ
ジ

を
採
ら
な
い
政
治
的
冒
険
と
、
そ
の
栄
光
お

よ
び
挫
折
を
描
き
出
し
た
。

　

第
二
章「
金
権
政
治
の
再
編
と
政
治
腐
敗
」

と
第
三
章
「
国
民
党
の
政
権
奪
回
―
馬
英
九

と
そ
の
選
挙
戦
略
―
」
は
松
本
充
豊
が
執
筆

し
た
。
こ
の
二
章
は
、
松
本
が
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
国
民
党
政
権
と
「
金
」
の
関

係
の
分
析
の
拡
張
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
章

で
は
、
準
備
不
足
の
ま
ま
政
権
に
就
い
た
陳

水
扁
と
民
進
党
の
「
金
」
に
対
す
る
や
や
拙

劣
と
も
言
え
る
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。
第

三
章
で
は
、
初
め
て
野
党
に
下
っ
た
国
民
党

が
、
動
揺
と
混
乱
か
ら
脱
け
出
し
、
馬
英
九

を
総
統
候
補
に
擁
立
し
勝
利
す
る
ま
で
の
過

程
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
四
章
「
台
湾
に
お
け
る
多
文
化
主
義
政

治
と
運
動
」（
張
茂
桂
）
は
、
先
住
民
族
を

含
め
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
上
、
複
数
の
異
な
っ

た
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
を
持
つ
社
会
と
い
う
側
面

か
ら
、
台
湾
政
治
を
分
析
し
て
い
る
。
民
主

化
が
こ
の
よ
う
な
社
会
の
上
で
展
開
し
た
結

果
、
台
湾
政
治
で
は
多
文
化
主
義
が
制
度
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

多
文
化
主
義
が
一
面
に
お
い
て
選
挙
の
道
具

と
化
し
て
い
っ
た
点
も
、
張
は
鋭
く
指
摘
し

て
い
る
。

　

第
五
章
「
ポ
ス
ト
民
主
化
期
に
お
け
る
租

税
の
政
治
経
済
学
」（
佐
藤
幸
人
）
は
、
陳

水
扁
期
か
ら
馬
英
九
政
権
初
期
の
租
税
改
革

を
分
析
し
、
財
界
の
主
張
を
カ
ウ
ン
タ
ー
バ

ラ
ン
ス
し
た
の
は
、
野
党
や
社
会
団
体
で
は

な
く
、
財
政
学
者
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

れ
は
同
時
に
、
統
一
か
独
立
か
と
い
う
政
党

間
の
主
要
な
争
点
と
、
一
般
的
な
公
共
政
策

を
め
ぐ
る
議
論
が
別
次
元
に
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

第
六
章
「『
選
挙
上
手
』
は
ど
の
政
党
だ
っ

た
の
か
？
―
台
湾
立
法
院
選
挙
集
票
構
造
の

分
析
―
」（
若
畑
省
二
）
は
、
一
九
九
二
年

末
以
降
六
回
の
立
法
院
選
挙
の
集
合
デ
ー
タ

の
分
析
か
ら
、
国
民
党
と
民
進
党
の
集
票
構

造
の
違
い
を
析
出
し
て
い
る
。
台
湾
の
選
挙

制
度
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
小
選
挙
区
比
例

代
表
並
立
制
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
本
章
は
新

た
な
制
度
の
下
で
、立
法
院
選
挙
に
お
い
て
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
国
民
党
と
民
進
党

の
二
大
政
党
対
決
の
様
相
が
深
ま
る
と
展
望

し
て
い
る
。

　

第
七
章
「
改
善
の
『
機
会
』
は
存
在
し
た

か
？
―
中
台
対
立
の
構
造
変
化
―
」
と
第
八

章
「『
最
良
の
関
係
』
か
ら
『
相
互
不
信
』

へ
―
米
台
関
係
の
激
変
―
」
は
、
松
田
康
博

の
論
考
で
あ
る
。
読
者
は
こ
の
二
章
か
ら
中

台
、
米
台
そ
し
て
台
湾
内
部
の
密
接
な
連
動

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
台

湾
と
い
う
相
対
的
に
は
小
さ
な
存
在
が
、
大

国
で
あ
る
中
国
や
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
そ

の
意
に
反
し
て
ま
で
も
自
己
主
張
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
台
湾
政
治
の

課
題
も
鮮
烈
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
九
章
「
国
際
空
間
の
拡
大
？
―
『
実
体
』

と
し
て
の
国
際
参
加
―
」（
竹
内
孝
之
）
は
、

国
際
政
治
上
、
特
異
な
位
置
に
い
る
台
湾
の

外
交
政
策
に
つ
い
て
、
特
に
国
際
機
関
へ
の

参
加
の
試
み
を
分
析
し
て
い
る
。
陳
政
権
は

こ
の
面
で
も
ま
た
、
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
分
析
か
ら
、
新
興
民
主
主
義
と
し

て
、ま
た
中
国
と
の
複
雑
な
関
係
に
お
い
て
、

台
湾
政
治
が
厳
し
い
制
約
を
課
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
同
時
に
、
陳
水
扁
と
民
進
党
は
部
分

的
に
は
異
な
る
途
へ
進
む
可
能
性
も
あ
っ
た

こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
か
ら
、
恐
ら

く
今
後
の
台
湾
政
治
も
ま
た
同
様
の
制
約
と

可
能
性
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
と
い
う
展
望
が
導
き
出
さ
れ
る
。
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